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検 索新 小 文 字 病 院

新小文字病院を
身近に感じる広報誌

ご来院の際は４００台
収容可能の駐車場をご利用ください。

４時間まで１００円・以降１時間毎に２００円

8 時間まで１００円・以降１時間毎に２００円

●検査・手術付添等に関わる長時間滞在は

NPO 法人列島会
創造館クリエイティブハウス  印刷事業部

Desig
n

国道199号線

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

手には技術　頭には知識　患者様には愛を

●外来受診・お見舞い

駐車場のご案内

2018.7
Vol.46

ご自由に
お持ち帰り下さい

新小文字病院
学問的に、技術的に高い水準の医
療を提供します。そのために必要な
施設・設備の整備拡充に努めます。

患者様と医療情報を共有し、急性
期治療から早期リハビリ、在宅医療
まで一貫した、患者様のニーズに沿
った安全で安心できるチーム医療
を提供します。

地域の医療・福祉施設と密接な連携
を図り、いつでも誰でも安心して利
用できる、救急医療に重点を置いた
地域医療の中核病院を目指します。

高度医療 総合医療 地域医療

患者様の権利と責務

基本方針

　今回このテーマを選んだのは、人生の最
終段階にある人に関わる際に苦手意識を
持つ医療者が増えてきていると感じていた
ことでした。当院のスタッフより「死にたい」
と訴える患者さんにどのように声をかけた
らいいのかわからないという悩みや、そのよ
うな患者さんから自然に足が遠のいてしま
うということを聞いたことがきっかけになり
ました。そのような医療者にスピリチュアル
ケア（自らの死期を目前にした人に寄り添
うケア）を知って頂き、解決が困難な相手の
苦しみをキャッチするきっかけになれば、と
思いこの研修テーマに決めさせていただき
ました。
　今回は16名の方に参加していただきま
した。アンケート結果では、ほとんどの方に
解決できない苦しみに寄り添うきっかけに
なりました、という結果を頂くことができまし
た。他施設においても看取りが多いとの事
でしたので、この研修に参加された方が、人
生の最終段階にいる人に関わる際の一助
になればと思っております。

　また、「これでは家族や友人への対処は難
しい」「自分の施設では家族の望みが優先」
「アドバンスケアプランニングは家族中心な
ので家族が自責の念をもっている」などの
意見がありました。私はいずれの施設にお
いても患者本人以上に家族ケアの必要性
が高いという現状を認識させられました。そ
して、家族ケアについても今回の講義に取
り入れればよかったと反省しております。
　今後もこのような研修を通して皆様の施
設の現状を知り、自分のスキルアップに繋
げていきたいと思っております。お忙しい
中、今回の研修にご参加いただき本当にあ
りがとうございました。

新小文字病院　平成30年度施設参加型研修会開催予定のご案内

（毎月第３木曜日・18時～19時　実践含む研修　18時～19時30分）※日時変更になる場合もあります。
本年度も様々なテーマを用意しておりますので、ぜひご参加ください。

集中ケア
認定看護師

救急外来看護師

認知症看護
認定看護師

みんなで考えよう！
～認知症者の対応～

異常に気づける！観察ポイント
～意識・呼吸・循環～ 中級編

やってみようＢＬＳ
身につけようＢＬＳ あなたもできる！

7月19日（木）

8月16日（木）

9月20日（木）

18時～19時

18時～19時30分

18時～19時30分

実施予定日 研修テーマ 講 師 時 間

患者様は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によって差別されずに、平等な治療を受
ける権利を持っています。

1. 平等な治療を受ける権利があります。

患者様は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療を受ける権利、あるいは治療を
受けることを拒む権利があります。

2. 治療を自己決定できる権利があります。

患者様は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測される問題に関して知る権利を持っ
ています。患者様は、自身の症状や健康に関する正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。

患者様は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師からの意見・相談を得る権利、いか
なる場合であっても人格的に扱われ、患者様自身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受
ける権利を持っています。

4. セカンドオピニオンを受ける権利とプライバシーが守られる権利があります。

患者様は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っています。
5. 相談する権利があります。

患者様は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に支持、検討された質の高い医療
を受ける権利を持っています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。

患者様は、全ての患者様が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとともに、職員が適切な医療を行
うことを妨げないよう協力する責務があります。また、医療費を適正に支払う責務があります。

7. 病院秩序を守る責務があります。

トピックス 第1回施設参加型研修会「スピリチュアルケア」
～解決できない苦しみに寄り添うために～

戸畑区・夜宮公園　菖蒲戸畑区・夜宮公園　菖蒲
施設参加型研修会実施報告
スピリチュアルケア

一安医院
かかりつけ医⑲

心活・医療人のメンタルヘルス
臨床心理士・神崎保孝

救急外来の24時間
救急外来看護師の役割

夏のお勧めレシピ
夏バテ予防食と嚥下食

疾患別特集
頚椎症性脊髄症

言語聴覚士のお仕事
リハビリテーション科



脊椎

頚椎

胸椎

腰椎

仙椎

尾骨

　

私
た
ち
の
体
を
支
え
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る「
背
骨
」の
こ
と
を「
脊
椎（
脊

柱
）」と
い
い
ま
す
。
脊
椎
は
椎
骨
と

呼
ば
れ
る
一
つ
一
つ
の
骨
が
積
み
重

な
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
頭
の
方

か
ら
順
に
、「
頚
椎
」、「
胸
椎
」、「
腰

椎
」、「
仙
椎
」、「
尾
骨
」に
分
け
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
椎
骨
同
士
は

関
節
を
形
成
し
、「
椎
間
板
」と
呼
ば

れ
る
軟
骨
や
い
く
つ
か
の
靭
帯
に

よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
別
々
の
椎
骨
か
ら
で
き
る
脊
椎

は
、
体
を
支
え
る（
支
持
）と
同
時
に

体
幹
を
前
後
左
右
に
動
か
す（
運
動
）

働
き
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
脊
椎
に
は

「
脊
柱
管
」と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
の

よ
う
な
構
造
が
あ
り
、そ
の
中
に「
脊

髄
」、「
馬
尾
」と
い
っ
た
神
経
が
入
っ

て
い
ま
す
。
脊
椎
は
こ
の
重
要
な
神

経
を
保
護
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

頚
椎
の
加
齢
に
伴
う
変
化（
椎
間

板
の
変
性
、
骨
棘
、
靭
帯
の
肥
厚
、

脊
柱
不
安
定
性
な
ど
）に
よ
り
、
脊

柱
管
の
中
に
あ
る
脊
髄
が
圧
迫
さ

れ
、
神
経
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
脊

髄
が
障
害
さ
れ
る
と
主
に
四
肢
の
運

動
障
害
や
感
覚
障
害
が
出
現
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
手
足
の
し
び
れ

や
痛
み
、
巧
緻
運
動
障
害（
箸
を
使

う
、
ボ
タ
ン
を
留
め
る
な
ど
の
細
か

い
作
業
が
で
き
な
い
）、
歩
行
障
害

な
ど
が
出
現
し
、
多
く
の
場
合
、
進

行
性
に
症
状
が
悪
化
し
て
い
き
ま

す
。
脊
髄
症
が
進
行
す
る
と
、
不
可

逆
的
障
害
を
起
こ
し
、
治
療
し
て
も

症
状
が
改
善
し
ま
せ
ん
。
原
因
は

加
齢
に
伴
う
頚
椎
の
変
性
な
の
で
、

高
齢
者
に
多
く
、
50
歳
以
降
で
発
症

す
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
症
は
、
欧
米
人
と
比

較
し
脊
柱
管
が
狭
い
日
本
人
に
多

い
で
す
。

　

頚
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
C
T
、

M
R
I
、
脊
髄
造
影
な
ど
の
画
像
検

査
に
よ
っ
て
、
頚
椎
の
変
性
、
脊
柱

管
の
狭
小
や
脊
髄
の
圧
迫
の
程
度

を
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
大
事
な

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
症
状
や
神
経

所
見
と
画
像
所
見
が
一
致
す
る
こ

と
で
す
。
M
R
I
で
脊
髄
の
圧
迫

を
認
め
て
も
、
症
状
や
神
経
所
見
が

伴
わ
な
け
れ
ば
本
症
と
は
診
断
し

ま
せ
ん
。
両
者
が
一
致
し
て
初
め

て
診
断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
普

段
か
ら
脊
椎
診
療
を
行
っ
て
い
る

脊
椎
専
門
外
来
で
診
察
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

症
状
が
軽
微
な
場
合
、
脊
髄
の
圧

迫
が
軽
度
で
あ
る
場
合
な
ど
は
血

流
改
善
剤
な
ど
の
内
服
治
療
で
様

子
を
み
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど
述

べ
た
よ
う
に
、
脊
髄
は
不
可
逆
的
に

障
害
さ
れ
る
た
め
、
治
療（
手
術
）

し
て
も
症
状
の
改
善
に
乏
し
い
こ

と
が
少
な
く
な
い
で
す
。
そ
の
た

め
本
症
の
治
療
は
、
症
状
が
悪
化
し

な
い
た
め
に
行
う
予
防
的
な
治
療

と
い
う
意
味
合
い
が
大
き
い
で
す
。

症
状
が
進
行
性
に
悪
化
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
手
術
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
な
か
に
は
症
状
が
悪
化
し

な
い
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
手
術
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
非
常

に
難
し
い
で
す
。
も
し
本
症
で
悩

ま
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
一
度
脊
椎
専
門
外
来
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

頚
椎
症
性

脊
髄
症
と
は

治
療
に
つ
い
て

診
断
に
つ
い
て

高
齢
社
会
で
増
加
す
る

　
　
背
骨（
脊
椎
）の
病
気

背
骨
の
構
造
と
役
割

頚
椎
症
性
脊
髄
症

手術前手術後

久
壽
米
木
亮

脊
髄
脊
椎
外
科 

医
師

Emergency Room 24
(ER)救急外来

の
ER看護師　山本美穂

時間を紹介
　

救
急
外
来
に
は
、
生
死
に
か
か
わ

る
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
の
患
者

さ
ん
が
２
４
時
間
３
６
５
日
救
急

車
で
運
ば
れ
て
く
る
ほ
か
、
時
間
外

外
来
に
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
で
受
診
さ

れ
る
患
者
さ
ん
ら
の
応
急
処
置
や

救
急
蘇
生
処
置
、
怪
我
で
の
止
血
、

骨
折
時
の
応
急
処
置
な
ど
の
診
療

を
行
う
重
要
な
部
署
で
す
。
医
師

の
緊
急
か
つ
高
度
の
レ
ベ
ル
の
医

療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
幅

広
い
分
野
の
知
識
や
瞬
時
の
判
断

力
と
行
動
力
を
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
常
に
学
び
続
け
る
と
と
も
に
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
に
も
力
を
つ
く
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
の
昨
年
実
績
の
救
急
車
台

数
は
３
，
６
７
５
台
、
夜
間
の
時
間

外
外
来
は
３
，８
６
８
人
に
も
達
し
、

そ
れ
を
日
勤
２
人
と
夜
勤
１
人
の

常
在
と
一
般
外
来
看
護
師
の
兼
務

で
業
務
を
こ
な
し
、
２
交
代
制
で
救

急
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
看
護

師
は
リ
ー
ダ
ー
と
受
け
持
ち
に
役

割
分
担
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
は
患
者
さ

ん
の
重
症
度
や
緊
急
度
を
ト
リ

ア
ー
ジ
し
て
診
察
の
優
先
順
位
な

ど
の
采
配
を
行
い
、
受
け
持
ち
担
当

は
診
察
や
検
査
の
介
助
、
機
器
、
薬

剤
な
ど
の
用
意
の
ほ
か
、
一
連
の
看

護
を
担
当
し
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
情
報
収

集
は
応
急
処
置
と
同
時
並
行
で
進

め
ら
れ
、
症
状
に
あ
わ
せ
て
意
識
確

認
、気
道
・
血
管
の
確
保
、酸
素
投
与
、

採
血
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
一
つ
の

判
断
ミ
ス
や
手
技
の
遅
れ
が
患
者

さ
ん
の
今
後
を
左
右
し
て
し
ま
う

緊
迫
し
た
現
場
で
す
。

　

ま
た
、
緊
急
手
術
や
緊
急
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
な
ど
に
出
会
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
、
血
管
造
影
室
で
の

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
手
技
や
脳
血
管

カ
テ
ー
テ
ル
手
技
の
介
助
も
Ｅ
Ｒ

看
護
師
の
役
割
で
す
。
昨
年
の
血

管
造
影
室
で
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

と
治
療
は
４
５
５
件
で
し
た
。
緊

急
カ
テ
ー
テ
ル
手
技
に
お
い
て
は

患
者
さ
ん
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や

訴
え
を
的
確
に
医
師
へ
報
告
す
る

こ
と
や
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
は

医
師
や
看
護
師
の
ほ
か
、
他
部
門
ス

タ
ッ
フ
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど

が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
血
管
造
影

室
で
診
察
し
た
患
者
さ
ん
情
報
を

病
棟
看
護
師
へ
正
確
に
申
し
送
り

を
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。

そ
の
情
報
を
基
に
、
病
棟
で
継
続
し

た
看
護
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

救
急
外
来
で
の
診
療
に
全
力
を

尽
く
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

患
者
さ
ん
が
再
び
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
ま
す
よ
う
、
院
内
の
連

携
、
さ
ら
に
は
地
域
と
の
連
携
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

救
急
の
患
者
さ
ん
に
付
き
添
う

家
族
や
職
場
の
関
係
者
の
方
々
は

「
ど
ん
な
症
状
で
、
ど
ん
な
治
療
が

行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
入

院
だ
と
職
場
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」

な
ど
と
不
安
を
強
く
感
じ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
必
要
な
説
明
を
十
分
に

行
い
な
が
ら
、
頻
回
に
声
掛
け
を
行

い
、
心
の
ケ
ア
を
心
が
け
る
の
も
救

急
看
護
師
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

当
院
は
災
害
拠
点
病
院
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
）が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。Ｅ
Ｒ
に
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
資
格

者
が
３
名
在
籍
し
て
院
内
災
害
訓

練
の
陣
頭
指
揮
や
災
害
時
に
現
地

へ
出
動
し
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
市
の
救
急
隊
が
週

に
１
度
、Ｅ
Ｒ
に
常
駐
し
、
当
院
の

医
師
と
と
も
に
、
い
ち
早
く
現
場
へ

駆
け
つ
け
る
と
い
う
派
遣
型
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
の
場

で
救
急
隊
員
へ
適
切
な
指
示
が
出

来
る
う
え
に
、
現
場
で
の
処
置
が
可

能
に
な
り
重
症
度
を
軽
減
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

救
急
外
来

看
護
師
の
役
割

家
族
の
ケ
ア

緊
急
時
の
対
応

の
奉
仕
活
動

E
R
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近
年
、
医
療
現
場
に
携
わ
る
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成
28
年
度

の
精
神
障
害
に
よ
る
労
災
補
償
は
、

請
求
件
数
・
支
給
決
定
件
数
と
も
に

第
１
位
も
第
２
位
も
医
療
福
祉
の
業

種
が
占
め
て
い
る
状
況
で
、
職
場
と

し
て
の
医
療
機
関
に
と
っ
て
も
ま
さ

に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
職
業
性
ス
ト

レ
ス
」と「
感
情
労
働
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
こ
の
現
状
を
分
析
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
職
業
特
性
で
あ
る

「
職
業
性
ス
ト
レ
ス
」に
関
し
て
は
、

米
国
C
D
C
の
下
部
組
織
で
あ
る

N
I
O
S
H
の
も
の
を
は
じ
め
い
く

つ
か
の
分
析
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
は「
仕
事
の
要
求-

裁

量
モ
デ
ル
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
は
、「
要
求
度
」と「
裁
量
度
」の
２

要
因
を
横
軸
と
縦
軸
に
割
り
振
り
、

両
要
因
の
高
低
に
よ
る
４
つ
の
マ
ト

リ
ク
ス
に
そ
の
職
業
に
お
け
る
傾
向

を
当
て
は
め
て
分
析
す
る
も
の
で

す
。
他
の
モ
デ
ル
に
比
べ
直
感
的
に

理
解
し
や
す
く
、
対
策
を
検
討
す
る

上
で
も
実
効
的
な
モ
デ
ル
で
す
。

　

モ
デ
ル
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要

求
度
は
横
軸
の
右
方
向
に
高
く
、
裁

量
度
は
縦
軸
の
上
方
向
に
高
い
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
医
療
現

場
は
こ
の
中
で
ど
こ
に
マ
ッ
ピ
ン
グ

さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
も
ち

ろ
ん
、
右
下
の「
高
ス
ト
レ
イ
ン（
緊

張
）群
」で
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会
か

ら
期
待
さ
れ
る
職
責
は
非
常
に
高

く
、
か
つ
昼
夜
を
問
わ
ず
数
多
く
の

臨
床
や
研
鑽
に
奔
走
す
る
た
め
、
要

求
度
は
高
く
裁
量
度
は
低
い
分
野
と

見
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
ス
ト
レ
イ
ン（
緊
張
）

の
名
が
示
す
通
り
、
慢
性
的
に
高
い

緊
張
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
で
心
身

を
消
耗
し
や
す
い
職
業
特
性
と
も
言

え
ま
し
ょ
う
。
実
は
、
こ
の
高
ス
ト

レ
イ
ン（
緊
張
）群
は「
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
予
備
群
」と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

潜
在
的
に
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
、
い
わ
ゆ

る「
燃
え
尽
き
」に
至
り
や
す
い
リ
ス

ク
を
内
包
し
て
い
る
点
も
見
過
ご
せ

ま
せ
ん
。

　

肉
体
労
働
・
頭
脳
労
働
に
続
く
と

言
わ
れ
る
第
３
の
労
働
が「
感
情
労

働
」で
す
。
こ
れ
は
単
に
快
感
情
を

提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

職
務
に
お
け
る
望
ま
し
い
感
情
の
提

供
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
る

労
働
分
野
で
あ
り
、
医
療
現
場
を
含

む
対
人
援
助
職
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
業
を
象
徴
す
る
概
念
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

今
回
は
看
護
師
の
感
情
労
働
測
定

尺
度
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
，

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

い
か
が
で
し
た
か
？
臨
床
に
際
し

て
、
看
護
師
を
含
め
医
療
人
に
と
っ

て
は
通
底
す
る
姿
勢
と
し
て
頷
か
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
尺
度
項
目

の
相
手
方
を「
家
族
」や「
友
人
」な

ど
に
置
き
換
え
て
読
み
直
し
て
み
る

と
、
今
度
は
ど
の
く
ら
い
当
て
は
ま

る
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
当
て
は
ま

る
項
目
数
は
自
然
と
限
ら
れ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
仕

事
と
は
言
え
、
感
情
面
の
明
確
な
抑

制
・
調
節
を
日
常
的
か
つ
当
然
の
こ

と
と
し
て
要
求
さ
れ
る「
感
情
労
働

者
」た
る
医
療
人
は
、
や
は
り
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が

窺
わ
れ
ま
す
。

　

次
回
執
筆
時
は
、
過
酷
な
現
状
に

直
面
し
て
い
る
医
療
現
場
で
の
具
体

的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
践

に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

【
文
献
】

片
山
由
加
里
・
小
笠
原
知
枝
・
辻
ち
え
・
井
村

香
積
・
永
山
弘
子（
2
0
0
5
）：
看
護
師
の

感
情
労
働
測
定
尺
度
の
開
発
、
日
本
看
護
科

学
会
誌
、
25(

2)

、
20-

27
．

【
筆
者
】

北
九
州
市
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

教
育
庁
教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
研
修
講
師
、

民
事
訴
訟
事
件
裁
判
鑑
定
人

臨
床
心
理
士　

神
崎
保
孝

裁量度

裁量度

要求度 要求度

アクティブ
（積極）群

パッシブ
（消極）群

低ストレイン
（緊張）群

高ストレイン
（緊張）群
＝ バーンアウト
予備群

医
療
現
場
は

「
高
ス
ト
レ
イ
ン（
緊
張
）」

「
感
情
労
働
」と

　
　
　
　
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

□ どんな患者にも
 共感しようとしている
□ 患者の感情に
 敏感になるようにする
□ 緊張感をもって
 自分の役割を持続させる
□ 何も感じていないようにふるまう
□ 強い感情ではなく
 心が穏やかであるふりをする
□ 自分の気持ちを容易に
 出さないように気を引き締める
□ 不安や怒りなどの
 否定的感情を隠す
□ 驚いたり緊張したりしても
 その気持ちを隠す
□ 口調や表情や
 ふるまいによってケアを表す
□ 期待される感情を
 心の中でイメージする

看護師の感情労働測定尺度（一部）

低 高

高

低

心
活
医
療
人
の

メ
ン
タ
ルヘルス

当
院
職
員
メ
ン
タ
ルヘル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

脳
卒
中
な
ど
の
疾
患
や
加
齢
に
よ

る
こ
と
ば
や
嚥
下
、
聴
こ
え
な
ど
に

問
題
が
生
じ
た
方
々
の
社
会
復
帰
を

お
手
伝
い
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
の
が
言
語
聴

覚
士
の
仕
事
で
す
。

　

現
在
、
全
国
で
2
9
，
2
2
5
名

が
言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
有
し
て
お

り
、
当
院
で
は
5
名
が
在
職
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
は
言
語
、
聴
覚
、
発
声
・
発
音
、

認
知
な
ど
の
各
機
能
が
関
係
し
て
い

ま
す
が
、
病
気
や
交
通
事
故
、
発
達

上
の
問
題
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
機
能

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

言
語
聴
覚
士
は
こ
と
ば
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
が
あ
る
方

に
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自

分
ら
し
い
生
活
を
構
築
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
専
門
職
で
す
。
ま
た
嚥
下

（
飲
み
込
み
）の
問
題
、
脳
損
傷
後
の

高
次
脳
機
能
障
害
に
も
専
門
的
に
対

応
し
ま
す
。

　
「
食
べ
物
を
見
て
、
口
に
取
り
込

み
、
噛
ん
で
、
ゴ
ク
ン
と
飲
み
込
む
」

ま
で
の
一
連
の
流
れ
の
こ
と
を
、
摂

食
・
嚥
下
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
一
連
の
流
れ
に
障
害
が
あ
る
こ

と
を
摂
食
・
嚥
下
障
害
と
い
い
ま
す
。

嚥
下
障
害
の
方
が
安
全
に
食
事
を
摂

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
食
事
を
、
嚥

下
食
と
い
い
ま
す
。
ミ
キ
サ
ー
に
し

た
も
の
や
、
細
か
く
刻
ん
だ
も
の
、

消
化
し
や
す
い
よ
う
に
軟
ら
か
く
し

た
も
の
な
ど
、
様
々
な
形
態
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
下
さ
い
）

　

当
院
で
は
入
院
中
の
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
で
は
な
く
、
外
来
や
訪
問
で
の
リ

ハ
ビ
リ
も
行
っ
て
お
り
、
患
者
様
の

退
院
後
の
生
活
や
ご
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
嚥
下
訓
練
だ
け
で
は
な

く
、
嚥
下
造
影
検
査
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

嚥
下
造
影
検
査
と
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
あ
て
な
が
ら
、
バ
リ
ウ
ム
の
入
っ

た
食
品
を
実
際
に
口
か
ら
食
べ
て
い

た
だ
い
て
、
口
か
ら
食
べ
る
機
能
に

異
常
が
な
い
か
を
調
べ
る
検
査
で

す
。
所
要
時
間
は
３０
〜
４０
分
で
、
誤

嚥
を
観
察
し
や
す
く
治
療
の
た
め
に

得
ら
れ
る
情
報
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
最
近
、
ム
セ
込
む
こ
と
が
あ
る
、

痰
の
量
が
増
え
た
、
食
事
時
間
が
長

く
な
っ
た
、
食
事
の
好
み
が
変
わ
っ

た
、
な
ど
の
変
化
が
あ
れ
ば一
度
嚥
下

造
影
検
査
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

言語聴覚士の一日

 16：30 業務終了

 14：00 入院・外来・訪問リハビリ

 12：00 入院患者様の
  昼の摂食・嚥下訓練

 11：00 休憩

 9：20 入院・外来・訪問リハビリ

 9：00 STミーティング

 7：30 入院患者様の
  朝の摂食・嚥下訓練

聞く、話す、読む
書く、計算が
難しくなる

失 語 症

ことばが
つまってしまう、
声が出しにくい

音声障害

呂律がうまく
回らなくなる

構音障害

加齢や病気に
よって聴こえが
悪くなる

聴覚障害

STによる
対応
と
支援

摂
食
嚥
下
障
害
に

つ
い
て

嚥
下
造
影
検
査

（
V
F
）に
つ
い
て

当
院
の
言
語
聴
覚
士
の

１
日
の
流
れ

言
語
聴
覚
士（
S
T
）と
は

S
peech-Language-H

earing Therapist

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

言
語
聴
覚
士
の
お
仕
事

言
語
聴
覚
士
　
鈴
木 

睦
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昭
和
１０
年
に
父
が
現
在
地
に
内

科
・
小
児
科
を
開
業
し
ま
し
た
。

昭
和
５７
年
に
私
が
開
設
者
と
な
り

ま
し
た
。
父
が
引
退
し
て
か
ら
は

内
科
・
循
環
器
内
科
を
標
榜
し
て

い
ま
す
。
開
業
し
て
８３
年
目
に
な

り
ま
す
の
で
、
昔
か
ら
の
知
り
合

い
の
患
者
さ
ん
が
多
く
、
父
の
時

代
か
ら
続
け
て
通
院
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
私
の
専
門
は

心
臓
病
で
す
。
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
、
心
房
細

動
、
洞
不
全
な
ど
の
不
整
脈
の
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
診
、
心

エ
コ
ー
図
検
査
、
２４
時
間
心
電
図

記
録
な
ど
の
方
法
を
用
い
、
心
臓

病
の
診
断
、
心
機
能
の
判
断
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
精
査
、
特
殊
治

療
が
必
要
な
場
合
は
、
循
環
器
専

門
病
院
に
頼
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
心
疾
患
の
原
因
は
生

活
習
慣
病
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
の
で
、
原
因
と
な
る
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
を
中
心
に
、

慢
性
腎
臓
病
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
、
骨
粗
鬆
症
、
禁
煙
な
ど
を

間
を
か
け
て
、
丁
寧
に
診
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
学
会

や
講
演
会
な
ど
を
利
用
し
、
最
近

の
医
学
に
つ
い
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
診
断
・
治
療
に
困

る
と
き
は
、
専
門
医
に
紹
介
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

昼
過
ぎ
の
時
間
帯
に
往
診
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
午
後
の
診
療
は

４
時
か
ら
の
診
療
に
な
り
、
ご
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

待
ち
時
間
の
少
な
い
よ
う
に
、
患

者
さ
ん
に
親
切
で
、
や
さ
し
く
対

応
す
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

掛
け
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
何
か

お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
指
摘
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多

い
た
め
、
体
調
が
急
変
し
や
す
く
、

急
性
脳
血
管
障
害（
顔
面
や
四
肢

麻
痺
、
意
識
障
害
な
ど
）、
急
性
誤

嚥
性
肺
炎
、
急
性
心
不
全
憎
悪
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
が
起
り
ま

す
が
、
そ
の
際
す
ぐ
に
見
て
頂
け

る
の
が
、
新
小
文
字
病
院
で
す
。

ほ
と
ん
ど
毎
週
の
よ
う
に
救
急
診

療
を
し
て
頂
き
、
患
者
・
家
族
と

も
ど
も
、
私
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

特
に
内
科
、
脳
外
科
、
整
形
外
科

な
ど
の
救
急
外
来
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
救

急
病
院
が
少
な
く
、
当
院
で
の
夜

間
の
対
応
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
患
者
さ
ん
の
方
か
ら

新
小
文
字
病
院
へ
直
接
行
か
れ
る

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
落
と
し
の
な
い
よ
う
に
、
時

～かかりつけ医紹介⑲～一安医院
時間をかけて、丁寧に診察する

9：00～12：00

16：00～18：00

受付時間
午前

午後

月 火 水 木 金 土

※休診日　日曜、祝祭日

一安医院

〒800-0028 北九州市門司区下二十町4-21

TEL 093-381-1294

内科・循環器内科診療科 
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至下関→←至小倉

ガストベスト電器

ジョイフル

大里東口下二十町

下二十町8

中二十町黄金町

大川橋

大里東一丁目

門司消防署前

イエローハット

大里東口郵便局

大
森
公
園

一般形態 易消化形態（一口大） 刻み形態 ミキサー形態

濃いとろみ中間のとろみ薄いとろみ

一
安

弘
文

専
門
医
等

日
本
内
科
学
会

認
定
内
科
医

日
本
循
環
器
学
会

認
定
循
環
器
専
門
医

日
本
医
師
会

認
定
産
業
医

院
　
長

ゆるい 固いとろみの程度

食事形態の例　豚肉のクリームソースかけ

水分のとろみ

ク
リ
ニ
ッ
ク
の

特
色・概
要

地
域
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

仕
事
上
心
掛
け
て

い
る
こ
と

新小文字病院の嚥下食

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

・エネルギー 536kcal
・たんぱく質 21.9g
・ビタミンB1 0.52mg
・ビタミンC 15mg
・食塩相当量 3.7g

※めんつゆ（3倍濃縮）60mlを
　水120mlで薄め、冷やしておく。

＊たんぱく質、脂質、炭水化物は生活習慣病予防、
高齢者の　虚弱予防の観点から定められたエネル
ギーに対する推奨割合を100％として算出。ビタミ
ンB1、ビタミンCは60代男性の1日の推奨量を参考
に、1食あたりの目安量として算出。参考：日本人の
食事摂取基準(2015年版) 

栄
養
科　

山
上 

知
夏

ご
ま
塩
豚
し
ゃ
ぶ
と

夏
野
菜
の
そ
う
め
ん

・そうめん(乾) 3束 150g

・豚ロース  120g

・ごま油小さじ 2杯 8g

・食塩 ひとつまみ 0.3g

・オクラ 4本 32g

・トマト 大1個 160g

・めんつゆ (3倍濃縮) 60ml

・水  120ml

・ごま 少  々 2g

【アレンジ】
塩分が気になる方は麺を冷凍うどん、
めんつゆをごまだれに変えると
塩分を2.5gに抑えることができます。

材料（2人分） 栄養素（1人分）

作 り 方 夏
の
お
勧
め
レ
シ
ピ

1食あたりの栄養素バランス

① 沸騰したお湯に豚ロースを入
れ、火が通るまでさっと茹でる。
キッチンペーパーで水気を切
り、ごま油、塩で和える。

② オクラは塩もみ（分量外）してか
ら1,2分茹で、冷水で冷やし、輪
切りにする。トマトはヘタを取
り、角切りにする。

④ 器にそうめんとトッピングを盛
り付ける。
めんつゆをかける。
ゴマをふりかける。

③ そうめんを1分半～ 2分茹で、
冷水でしめる。

　

暑
い
日
が
続
く
と
、
食
事
の
準
備
が
お
っ
く
う
に
な

り
、
そ
う
め
ん
の
み
な
ど
の
簡
単
な
食
事
に
な
っ
て
は
い

ま
せ
ん
か
？
だ
る
さ
や
食
欲
低
下
な
ど
、
夏
バ
テ
の
原
因

の
１
つ
は
簡
単
な
食
事
が
続
く
こ
と
に
よ
る
栄
養
素
の

不
足
で
す
。
炭
水
化
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
働
き

を
手
伝
う
ビ
タ
ミ
ン
B1
や
、
暑
さ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で
消

耗
す
る
ビ
タ
ミ
ン
C
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
栄
養

素
で
す
。

1食の
推奨栄養量＊

ごま塩豚しゃぶと
夏野菜のそうめん

＋
めんつゆ

そうめん
＋

めんつゆ

そうめん
＋

めんつゆ

0

50

100

150％

たんぱく質

脂質

炭水化物ビタミンB1

ビタミンC

Heart to Heart7 6Heart to Heart
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